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Rudolf 

Laban1879––1958 

ハンガリー生まれの舞踊家・振付家・ムーブメント

研究家。軍高官であった父親の影響で幼少より広域

に亘り国々を訪ねる。その過程で、眼前で展開され

る多様な祝祭的ムーブメントの奥深さに魅了される。

パリのエコール･デ･ボーザールにて絵画を学んだ後、

ミュンヘンにダンス学校を開設、生徒の中にはダル

クローズ影響下の M.ウィグマンもいた。またシュト

ゥットガルトに舞踊団を設立、K.ヨースも名を連ね

た。後に『記された舞踊 Schrifttanz』（1928）を上梓、

またムーブメントの分類・分析研究をベースに記譜

法 «Kinetographie Laban» を発表し、以後、関連領域

の後続研究者を今に至るまで刺激し続けている。

Emile Jaques

Dalcroze1865-1950 

スイスの作曲家、音楽教育家、リトミックの創始者。

「リズムが音楽の最も重要な要素であり、音楽におけ

るリズムの源泉はすべて人間の体の自然なリズムに

求めることができる｣という前提に基づき、「音楽を

特徴付けている要素（概念）は 筋肉運動感覚に置換す

ることができる｣と考え、体の動きと関連付けた練習

方法を開発し、『内的聴力（inner ear）』の育成、感覚的

で想像的な音楽性の覚醒、心身の調和を目指した。

舞踊との関わりは1900年代前半から始まり、欧米

の偉大な舞踊家がリトミックを学び刺激を受けた。

石井みどり･折田克子舞踊研究所におけるリトミック

は、山田耕筰から石井漠を通して伝えられた。



キリトリ

島地保武（しまじ やすたけ）

1978年長野県生まれ。TV番組『ダンス甲子園』の影響で踊
り始める。2004年より金森穣が率いるNoismに所属し、
2006年にはウィリアム･フォーサイス率いるザ･フォーサイ
ス･カンパニー（ドイツ）に入団。2013年、酒井はなとのユ
ニット Altneu を 結成。2015年からは日本を拠点に活動を
開始し、Shimaji Project として『glimpse ミエカクレ』
（原美術館）、『身奏/休息』（神奈川近代美術館葉山）を発表。

●タイムテーブル

9/3（土）
9:15 受付

10:00 開講式

10:15～16:15 ワークショップ①　ダルクローズ（リトミック）の講話と実技

………講師：折田克子／山口晶子（途中昼食休憩）

16:15～16:45 国立女性教育会館講師による講話（夕食休憩）

19:00～21:00 交流会、作品発表等翌日の講座のための準備

………ゲストダンサー：島地保武

9/4（日）
9:30～11:00 ラバン理論講話………講師：大貫秀明

11:00～12:00 ラバン体験講話………講師：西川箕乃助

（昼食休憩）

13:15～15:30 ワークショップ②　ラバン理論を元に作品を再構築し発表

………アドバイザー：大貫秀明／島地保武

15:40～16:40 踊る技術、創る技術を巡る鼎談

………折田克子／西川箕乃助／大貫秀明

進行：中村しんじ（現代舞踊協会研究部担当理事）

16:40 閉講式

●振込先 ゆうちょ銀行　振替口座番号　００１３０－８－１７７３５６
口座名義　一般社団法人現代舞踊協会

●申込期間 平成28年6月1日（水）から 8月12日（金）
定員になり次第締切りますのでお早めに。

※8月15日以降のキャンセルに関してはご返金できませんので、ご了承ください。
※原則宿泊参加ですが、一日のみの参加や宿泊無しの通いの参加も若干名に限り
対応いたします。一日のみの参加は、参加費の半額をお支払いいただきます。

現代舞踊のパイオニアに学び
クリエイションの世界を探るシリーズ―――――――
2009年、現代舞踊協会研究部（正田千鶴、加藤みや子、田中いづみ、
片岡康子、馬場ひかり）が起ち上げたシリーズで、2014年まで日本
のモダンダンスのパイオニアたちに取り組んできました。その作品は
2014、15年 新国立劇場主催「ダンスアーカイヴ in JAPAN」で上
演され画期的企画と注目されました。この企画意図を引き継ぎ、今年
も、昨年のイサドラ･ダンカンに続き、海外に目を向けて行います。

●申込方法
郵便振替にて参加費をお支払いただいた後、下記の方法でお申し込みください。
できるだけ ①の方法でお願いいたします。申込確認後、受講者用書類をお送りします。

① 現代舞踊協会ホームページ内 夏期舞踊大学講座「申込みフォーム」から送信
「現代舞踊協会」で検索　http://www.gendaibuyou.or.jp/

② 下記申込書に全項目を読みやすい文字で明記の上、FAX 03-5457-7732 へ送信

夏期舞踊大学講座申込書　　※傷害保険加入には、本名とフリガナ、生年月日が必須です。

フリガナ

氏名（本名必須） 芸名　　　　　　　　　　　　　所属研究所／舞踊団　

＊いずれかを○で囲んでください　 一般　協会員　学生　学生協会員　　　　　＊舞踊歴　　　　年　　　　　＊参加費振込日　　　　月　　　日　　　　　

＊「舞踊指導者認定」申し込みの方は右に○をしてください。 認定証希望　　　＊生年月日（必須） 西暦　　　　　年　　　月　　　日

住所
〒 TEL

FAX

E-mail 携帯電話

＊当協会 CDAJ.kenkyubu@gmail.com から添付ファイルのあるメールを送らせて頂くことがありますので、受信可能な設定のメールアドレスをご記入ください。

●講師

●特別ゲストダンサー

会場は国立女性教育会館 NWEC
＊東武東上線武蔵嵐山駅から徒歩12分（池袋駅から急行で60分）
＊東京メトロ有楽町線・副都心線和光市駅から乗換できます

折田克子（おりた かつこ）

舞踊家石井みどり、音楽家折田泉を両親に持ち、幼少より石
井みどりに師事。国立音大付属中学時代、小林宗作から直接
指導を受け、石井みどりが展開する〈舞踊と音楽〉における
リトミック指導を今日まで引き継ぐ。2003年紫綬褒章、
2009年旭日小章を受賞。活動は欧米、ソ連、韓国、東南ア
ジア、中東に及び、2006年より台湾、台北での国際ダンス
フェスティバル「蔡瑞月舞踏節」に作品を提供、今日に至る。

山口晶子（やまぐち あきこ）

国立音楽大学教育音楽学科幼児音楽教育専攻卒業。千葉県柏
市にて『リトミック音楽教室』を主宰。合わせて、幼稚園、
保育園、カルチャーセンターなどで、子どものためのリトミ
ック指導を行う。特定非営利活動法人『リトミック研究セン
ター』、保育者養成校などで指導者のためのリトミック指導を
行うなどを経て現在、宇都宮共和大学子ども生活学部准教授、
リトミック研究センター研究室研究員。

西川箕乃助（にしかわ みのすけ）

西川流十世宗家西川扇藏長男。早稲田大学卒業後、ロンドン
大学SOAS 、ラバンセンターに留学し、モダンダンス、舞踊
理論を学ぶ。平成5年五代目西川箕乃助を襲名。「西川箕乃助
の會」を主宰するほか、外国人に対しての啓蒙活動にも力を
注いでいる。同世代の日本舞踊家と「五耀會」を結成し日本
舞踊の更なる活性化を目指している。現在、日本大学芸術学
部非常勤講師、日本女子体育大学非常勤講師。

大貫秀明（おおぬき ひであき）

駿河台大学教授・副学長・評議員。1949年横浜生まれ。横
浜国立大学、英国ラバンセンター、ロンドン大学大学院修了。
その後渡米し、NYCの Laban Institute に学ぶ。ロンドン
ならびにボストンのダンスアンブレラ等に出演。コロラド大
学でのハンヤ･ホルム夏期舞踊スクールでは奨学生、NYC.で
はオルウイン･ニコライ、マレー･ルイススタジオにて学ぶ。
ラバン及びムーブメントに関する論考多数。舞踊学会会長。

ラパン学校のメンバー（右から二人目はM. ヴィグマン）

撮影：篠山紀信


